
　内部障害のある人々の生活は，外見からは捉えにくい困難に加え，
病状の変化や多疾患併存といった複雑さを抱えています．本特集で
は，心疾患・呼吸器疾患・腎疾患・代謝疾患といったリハビリテー
ションの主要領域を統合的に捉え，病期を超えて生活を支える作業
療法の実践知を横断的に示すことを目的としました．
　ICUから在宅に至るまで切れ目のない支援を実現するためには，医
学的リスクの理解と同時に，生活文脈に根ざした観察と介入が不可
欠です．たとえば心疾患・呼吸器疾患領域では，「大切な活動への関
与が呼吸困難の捉え方を変容させる」ことが示され，症状と活動を結
び付けた支援の重要性が強調されています．また総合診療医は「検査
値だけではみえない生活機能の変化」を重視し，作業療法士に生活場
面の可視化を期待しています．さらに腎・代謝疾患領域では，治療負
担や自己管理の複雑さに対し，「生活行動の再設計」を通して継続可
能なセルフマネジメントを支える視点が求められます．そこには，疾
患管理と生活の意味づけを統合する視座があり，対象者にとっての
「その人らしい生活」を軸に医療と日常をつなぐ実践にこそ，作業療
法らしさが表れます．
　読者の皆さまが明日からの臨床に活かせる視点を持ち帰り，さら
なる実践の探究へと広げていただけることを願っております．
 （井上 紳也）
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内部障害のある人への作業療法 
─疾患別にみるリスク管理と生活支援の実践
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